
データシート

Micro Focus™ Enterprise Analyzer
Micro Focus™ Enterprise Analyzerは、グラフィカルな CIOダッシュボード、細分化された
開発者プログラム、現場インサイトなど、アプリケーションを詳細に把握するうえで役立つ
幅広いツールとコンテンツを備えています。この静的コード分析ツールセットは、Micro 
Focus™ Enterprise Analyzer、Micro Focus™ Enterprise Viewおよび Business Rule Manager
で構成されており、数百万行のコードからなる複雑なアプリケーションポートフォリオの管
理にも対応します。Micro Focus™ Enterprise Analyzerは、アプリケーションポートフォリオ
管理 (APM)、モダナイゼーションのポータビリティおよびリスク管理、企業合併 /買収時のコー
ド品質、アプリケーションの開発と保守、文書作成、ビジネスルールマイニングなど、さま
ざまな事例に使用できます。
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ITマネージャー、ビジネスアナリスト、開発者に
とっての Micro Focus™ Enterprise Analyzerのメ
リット：

■ メインフレームアプリケーションの価値を把握

■ コード変更の評価と管理によるアプリケーショ
ン品質の向上

■ 大規模で複雑なコードベースとアプリケーショ
ンポートフォリオの理解

■ アプリケーションの保守コストを 15%削減

■ アプリケーション開発とモダナイゼーションプ
ロジェクトを最大 40%迅速化

■ 隠れたアプリケーションロジックの検出と文書
化を自動的に実施

■ コード分析を追加して継続的統合 (CI)パイプラ
インの一部としてコーディング標準を適用

ビジネス上の課題
主要なビジネスプロセスは、財務レポート
作成から顧客管理まで、いずれもソフトウェ
アアプリケーションに依存しています。新
しいビジネス要件に対応するため、そうし
たアプリケーションには極めて高い効率性、
安定性、適応性、柔軟性が求められます。し
かし、このようなアプリケーションの開発
は、長い期間、さまざまな環境にまたがっ
て行われてきており、厳しい時間的制限の
中で機能強化されてきました。ドキュメン
トが最新であることは少なく、システム設
計者が異動してしまっていることもよくあ
ります。このようなシステムの複雑さと、ア
プリケーションポートフォリオに関するイ
ンサイトが限られていることから、次のよ
うな状況が発生しがちです。
■ 不十分な管理コントロール：経営陣はビ
ジネスの最重要事項に十分なリソースを
割り当てることができません。

■ ビジネスニーズへの対応の遅れ：アプリ
ケーションが柔軟性を欠くことで、迅速
な対応ができず、リスクを避けることが
できません。さらに、ビジネスユーザー
と ITチームのニーズを開発要件に反映で
きません。

■ 非効率な開発プロセス：グローバル開発
チームは予算の最大 80%をメンテナンス
に費やし、ビジネスが求める高価値の新
たなサービスにリソースを投入すること
ができません。

■ 矛盾する情報：分析フェーズと開発フェー
ズの境があいまいなためにエラーが避け

られず、変更にかかるコストや IT予算へ
の影響が増大します。

■ モダナイゼーションプロジェクトの選択
が困難：企業はアプリケーションポート
フォリオのモダナイゼーションを行うこ
との価値を認識していますが、高価値の
アクティビティの優先順位付けと範囲設
定を行ううえでのインサイトが得られな
いため、これを進めることができません。

Enterprise Analyzerによる解決
Micro Focus™ Enterpr ise Analy zer by 
OpenText™は、エンタープライズアプリケー
ションをターゲットにした包括的な分析ソ
リューションです。これを利用することで、
アプリケーションポートフォリオに対する
理解を深めることができます。また、セキュ
アな一元的リポジトリに格納された情報に
よって、コアアプリケーションについてビ
ジネス的側面と技術的側面双方からの統合
されたインサイトを得ることができます。グ
ローバル ITチームは、最新のビジネス要件
と改めて照らし合わせたうえで、アプリケー
ションの開発アクティビティを特定し、優
先順位付けして、実行することができるよ
うになります。

主なメリット
ビジネスユーザーと経営陣にとってのメ
リット：
■ ガバナンスの向上：マネージャーは直感
的なダッシュボードを使用してビジネス
アプリケーションの管理を強化し、業績
評価指標をトラッキングすることが可能 



データシート
Micro Focus™ Enterprise Analyzer

2

	■ ビジネスの可視性の強化：アナリスト、
アーキテクト、経営陣はビジネスの観点
からアプリケーションを把握

アーキテクト、アナリスト、開発者にとっ
てのメリット： 
	

 
  

  

 
  

 
  

	

 
	

 
 

	
 

 

 

 

■ リッチなドキュメントの作成：極めて複
雑なアプリケーションに関してでさえも、
失われた知識を回復。これにより、生産
性を高めながら開発と設計に関する意思
決定をサポート。

■ チームの効率の向上：使いやすく、新し
いメンバーもすぐに使い方を習得できる
ため、コード変更時の効率と品質が向上

■ 高品質のアプリケーションデリバリー：
クエリの構築 /再利用によって安定性を損
なうことなく問題を特定

■ モダナイゼーションプロジェクトの加速：
ビジネスロジックを再利用可能なコン
ポーネントに区分し、システムの再設計
をサポートすることで、品質の低い冗長
なコードを排除

■ エンタープライズクラスのスケーラビリ
ティ：数億行のコードを含む複雑なアプ
リケーションポートフォリオを管理

機能概要
エンタープライズグレードのアプリケー
ションリポジトリ：Micro Focus™ Enterprise
は、アプリケーション情報を一元的に格納
した強力なエンタープライズグレードのリ
ポジトリをベースとしています。強力な管
理ツールによって、次のような機能を利用
できます。
■ メインフレームのソース管理システムに
リモートアクセスして、変更時にソース
モジュールをリポジトリに同期する

■ リポジトリを自動更新することで、開発
者チームとアナリストチームに 1つの「正
しいソース」を提供する

■ HR/ERPシステムなどのサードパーティ
ソースから得られたデータと統合する

包括的なアプリケーションサポート：エン
タープライズアプリケーションの分析を可能
にします。サポート対象は次のとおりです。

図 1.分析とアプリケーションのインタラクティブなビジュアル表示

■ 各種 IBMメインフレーム、OpenText™製
品、その他 COBOL言語

■ Enterprise PL/I、JCL、IBMハイレベルア
センブラー、Natural Adabas、JAVA 

■ CICSおよび IMSベースのアプリケーショ
ン (BMS/MFSのサポートを含む ) 

■ QSAM、VSAM、RDMSプリミティブなど
のデータアクセス

コードスライシング機能：ビジネスロジッ
クとその計算処理を新しい呼び出し可能オ
ブジェクトに区分することで、開発者とアー
キテクトは、再利用可能なコンポーネント
を新たに作成できます。これにより複雑な
プログラムを簡素化して、テスト、ドキュ
メント作成、新規 APIの作成に必要なロジッ
クを既存のコードから抽出できます。

図 2.強力なコードスライシング機能により既存のビジネスロジックから再利用可能なコンポーネントを
作成
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詳細な分析ツール：コード内部およびアプ
リケーションポートフォリオ全体で、関心
のある領域を分析できます。たとえば、次
のような分析が可能です。 
	 	

 
	

 
	

 
	

 
	

 
	

	

 

■ 詳細な指標、レポート、診断ビュー、
クエリツールを使用した、アプリケーショ
ンおよびプログラムレベルにおける把握

■ 包括的なツールによる、アプリケーショ
ンインベントリへの変更がもたらす影響
の分析および特定、ならびにコード、デー
タ、レポート、アプリケーションインター
フェイスを通じての影響の追跡

■ ポータビリティ評価による、アプリケー
ションプラットフォームの再ホスティング
プロジェクトにおけるポートフォリオイン
ベントリ、主要指標、リスク領域の評価

■ 標準コード品質クエリを用いた品質評価
をガイダンスとした、開発とメンテナン
スの両フェーズでのコード品質プラク
ティスの向上

強力なクエリ機能：コード内の目的の領域
を特定します。ビルド済みのクエリライブ
ラリに用意された豊富な共通クエリにより、
一般的な開発タスクの調査を効率よく始め
られます。これらのクエリは完全にカスタ
マイズ可能で、結果をアプリケーション開
発者と共有できるため、コード変更時のあ
いまいさを排除できます。

アプリケーションの視覚化：豊富な機能を
備えた、常に最新の状態を保つ同期対象の
インフラクティブなビジュアル表示により、
開発者は最高に複雑なアプリケーションで
も迅速に対応できます。たとえば次のよう
な内容を表示できます。
■ インベントリ内のアプリケーションの状
況と依存関係の存在

■ プログラム構造 (関心のある領域へ迅速に
ナビゲーション可能 ) 

■ 特定のアプリケーションまたは複数の
ソースモジュール内のプログラムおよび
データフロー。これによって変更の影響
を追跡

利用しやすいアプリケーションナレッジ：直
感的なWebインターフェイスで、開発者ま
たはあらゆる関係者が即座にアプリケー

図 3.完全にカスタマイズ可能なビルド済みのクエリライブラリ

ションナレッジにアクセスできます。Micro 
Focus™ Enterprise Analyzerのリポジトリで
は、強力な「Googleスタイル」の検索インター
フェイスを利用できます。そのため開発チー

ムに迅速にロールアウトでき、チームはナ
レッジをもとに迅速、確実にアプリケーショ
ンの構築を進められます。

図 4.使いやすいWebポータルからナレッジに迅速にアクセス

www.opentext.com

https://www.opentext.com/ja-jp/homepage


開発ツールチェーンとの連携：Micro Focus™ 
Enterprise Developer by OpenText™との統合
がビルトインされています。バッチインター
フェイスと REST APIにより、その他のツー
ルと統合できるほか、Jenkinsプラグインで
Jenkinsとシームレスに統合できます。

堅牢なレポート機能：モダナイゼーション
プロジェクト、コーディング標準、品質指
標などを管理および監視するためのレポー
トを作成します。Micro Focus™ Enterprise 
Analyzerの高度にカスタマイズ可能なフレー
ムワークにより、最新の情報が記載された
レポートを作成してプロジェクト全体を管
理できます。

製品アップデート
要 件 に 合 わ せ て 最 適 な Micro Focus™ 
Enterprise Analyzerのオプションをお選びく
ださい。 
	

 

 
 

 
 

 
 

 

 

  
 

 

 
 

  

  

 

  
  
  

 

	

	
	

■ 分析 REST APIと Jenkinsプラグイン：
新しい標準の使いやすい REST APIを使用
して、継続的統合 (CI)パイプラインなどの
他のツールと統合することができます。
Jenkinsプラグインも利用できます。

■ Fortify by OpenText™を使用した COBOL 
Security Scansのサポート：Micro Focus™ 
Enterprise Analyzerでは、COBOLアプリケー
ションのセキュリティスキャンを実行する
Fortifyパッケージ (MBS)をワンクリックで
作成できるようになりました。このパッ
ケージは、Fortify SCA by OpenText™およ
び Fortify on Demand by OpenText™で使用
できます。

■ Micro Focus™ Enterprise Analyzer Analyst 
Client：エンタープライズグレードのリポ

ジトリの構築と維持に必要なすべての
ツールに加え、アプリケーションとプロ
グラムのアーキテクチャを詳細に理解で
きる分析用のクライアントツールが提供
されます。詳細な指標、レポート、診断
ビューとクエリツールにより、M&A、事
業部門と IT部門の連携、アプリケーショ
ンのモダナイゼーション、開発と保守な
ど、さまざまなビジネスイニシアティブ
をサポートできます。

■ Enterprise Analyst Developer Client：開
発者やあらゆるユーザーが、使いやすい
Webインターフェイスを使用してアプリ
ケーションナレッジにアクセスできます。
一元管理されたエンタープライズリポジ
トリから情報を検索、照会して、取得で
きます。

この他に 2 つの Micro Focus™ Enterprise 
Analyzerのオプションがあります。
■ OpenText™ Business Rule Manager：ア
プリケーション内のビジネスルールを迅
速に発見して管理できます。

■ Micro Focus™ Enterprise Analyzer Server
を Linux Dockerコンテナに導入するため
の新しいテクニカルプレビュー。ご利用
になるには、アカウントマネージャーま
たはサポートエンジニアに問い合わせて
ください。

詳細については、それぞれのオプションの
データシートをご覧ください。

Micro Focus™ Enterprise Analyzerの詳細はこ
ちら：www.microfocus.com/ja-jp/products/
enterprise-suite/enterprise-analyzer/

システム要件
Micro Focus™ Enterprise Analyzerサーバー /
クライアントツールは次の 64-bit OSで利用
可能です。
■ Windows 10および 11
■   Windows Server 2016、2019、2022

Micro Focus™ Enterprise Analyzerリポジト
リは次の 32/64-bit RDBMSプラットフォー
ムで作成可能です。
■ PostrgeSQL 13以上
■  Microsof t SQL Ser ver 2014、2016、

2017、2019、2022(Windows 11 および
Windows Server 2022 の場合は 2017 以
上が必須 )

■ Microsoft SQL Server Express 2022 もイ
ンストールオプションとして提供

■ Oracleおよび IBM DB2でのワークスペー
ス作成のサポートは徐々に廃止されます。
推奨データベースは PostgreSQLおよび
Microsoft SQL

Micro Focus™ Enterprise Analyzer Webクラ
イアントにアクセスするために必要なブラウ
ザー：
■ Firefox 3.6以上
■ Internet Explorer 6以上
■ Chrome 6以上

オンプレミスでも、AWS、Azure、GCPなど
を含むすべての大手クラウドプロバイダーで
も使用可能です。

詳細はこちら：
www.opentext.com

「最近弊社では最もクリティカルなアプリケーションの
1つであるリレーションシップマネジメントアプリケー
ションをリホスティングしました。[Micro Focus™] 

Enterprise Analyzerにより、コードの最適化、
不具合の修正、移行フェーズ全般の改善を
実に迅速に容易な形で実現できました」

ALEJANDRO A.NAZAREVICH氏
データ処理マネージャー

Sociedad Militar Seguro de Vida
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